
 

 
 

日本ライフセービング協会 

 

 

 

JLA コンペティション・ルールブック 

JLA 競技規則 2025 年版 

（2025.09.01 版，2025.08.01 公開） 

 

 

 

ILS Competition Rule Book 

2025 Edition 

Effective 1 September 2025 

準拠 

 



 

 

World Water Safety 

 

INTERNATIONAL LIFE SAVING 
FEDERATION 

 
 
 

ILS COMPETITION RULE BOOK 

 
 
 

Rules, Standards and Procedures for 
Lifesaving World Championships, 
ILS-Sanctioned Competitions, and 

ILS Federation Competitions 

 

 

2025 Edition 

Effectove 1 September 2025 

 
 
 

Gemeenteplein 26, 3010 Leuven, Belgium 
Telephone: +32 16 89 60 60 

Email: ils.hq@telenet.be 
Web: www.ilsf.org 

 

mailto:ils.hq@telenet.be
http://www.ilsf.org/


日本ライフセービング協会 

競技規則 2025 年版 – 参考文献 Page Reference-1 

 

 

 

 

 

第一に，人を救うライフセーバーであり 

 

第二に，競技者であること 

 

People who are Lifesavers First, Competitors Second.  

(ILS LWC2018 Handbook より) 
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日本語版まえがき 

■この競技規則について 

この JLA 競技規則 2025 年版(2025.09.01 版，2024.08.01 公開）は ILS 競技規則 2025 版(2025.07.01

公開，ファイル名：ILS 202X Competition Rulebook Draft 1 - June 25[1].pdf)の翻訳である。この ILS

版は，英語表現に不明瞭な箇所がないかのコメントを得るため各国の ILS 加盟団体（日本の場合は

JLA）に限定公開したもので，得られたコメントに基づく正式発行版とは若干表現が異なると思われ

る。また，付録として JLA 独自のユース/ジュニア競技規則を収めている。但し「第 6 章サーフボート

競技」は，現在のところ JLA として競技会の主催及び/又は海外への選手派遣が計画されていないこと

から，掲載を割愛している。尚，過去，付録として収録していた短水路プール競技規則は，ILS 版が

2021 年 11 月 19 日に改訂公開されたことを機に，JLA 競技規則 2021 年版から独立した日本語版短水路

プール競技規則として公開している。 

注意： 

● ILS 原文の明らかな誤記（項目番号のずれ，用語の揺らぎなど）は適宜修正している， 

● 注釈が必要だと思われる個所には【JLA 注釈】を入れている， 

● JLA 競技規則 2024 年版（2024.08.01 版）から変更/追記された箇所には黄マーカーを付してい

る： 

・削除された箇所には黄マーカーが付されていない， 

・英語版に変更が無くとも今回の改訂を機に日本語表現を修正した箇所にも黄マーカーを付してい

る。 

● 日本語としては少し読みにくい直訳に近い表現が含まれるが，これは日本語として読みやすくす

ることで原文の論理構造が崩れるのを避けるためである。 

■この競技規則の施行日／発効日について 

この競技規則の施行日／発効日は 2025 年 9 月 1 日である。この日以降，新たな競技規則が発効す又

はこの競技規則が失効するまで，JLA 主催競技会は原則としてこの競技規則に則って実施される。 

■重要：英語版優先の原則 

本 JLA 競技規則（日本語版）と ILS 競技規則（英語版）との間に解釈の差異がある場合，原則とし

て ILS 競技規則が優先される。 

■ヴィクティム，ペイシェント，クルー，クルーパーソン，タグの呼称について 

日本から海外の競技会に参加した競技者が用語の違いで混乱せぬよう，JLA 競技規則での競技用語

を英語の音に近いカタカナ表記に漸次変更している。 

原語の victim は，以前の JLA 競技規則では「溺者役」，「溺者及び/又は傷病者役」などと表記

し，その後 JLA 競技規則 2021 年版からライフセービング教本（文献[1][2]）にある呼称「被救助

者」に倣って「被救助者役」とされ，2024 年版からは原語の音に近い「ヴィクティム」に変更され

た。 

但し，第 7 章 IRB 競技では原語が victim でなく全て patient で統一されていることから「ペイシェ

ント」と表記している。また，第 7 章 IRB 競技の最初で定義されているとおり，IRB の操船者を

「IRB ドライバー」，操船者でない乗組員を「クルーパーソン」とし，IRB ドライバーとクルーパー

ソンを合わせて「クルー」と呼称している。国内では操船者でない乗組員のみをクルーと呼称するこ
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とが多く，クルーの意味が日本の習慣と ILS 競技規則とで異なるが，これも上述の通り，海外の競技

会において日本人競技者が指示を誤解せぬよう，ILS 競技規則の呼称を採用し原語の音に近いカタカ

ナ表記としたからである。 

また，JLA 競技規則 2025 年版から，これまで主にビーチ＆オーシャン競技のリレー競技で使用し

てきた「タッチ」（競技者が次の競技者の体のどこかに触れること）を，英語の音に近い「タグ

（tag）」に変更した。 

■オーシャン競技の呼称について 

ILS 競技規則 May 2022 までは，ビーチで行うビーチ競技及び海に出るサーフ競技を合わせて「第 4

章 オーシャン競技」となっていたが，ILS 競技規則 June 2023 において「Section 4  Beach and Ocean 

Events」と改称された。よって JLA 競技規則 2023 年版から「第 4 章 ビーチ及びオーシャン競技」と

し，海に出る競技の総称をサーフ競技からオーシャン競技へ変更している。 

■章節番号の表記について 

ILS 競技規則 2023 版から，各章内の節番号表記が ILS 公式文書の表記法に変更された。以前の ILS

競技規則では，例えば第 2 章第 3 節第 4 項の表記は 2.3.4 であったが，2023 版以降，章の番号が省略さ

れ 3.4 とだけ記される（例えば，第 1 章第 3 節第 4 項も第 2 章第 3 節第 4 項も 3.4 と表記される）。本

文中で，例えば第 2 章第 3 節第 4 項の章節番号を参照する場合は S2-3.4，又，第 1 章第 3 節第 4 項は

S1-3.4 と記述し区別している。但し，ページ数は章ごとにリセットされ，例えば第 2 章の 3 ページ目は

S2-3 と表示されるため，それが節を表しているのかページ数を表しているのか注意が必要である（ILS

競技規則 2023 版からの新たな取り組みのため ILS 競技規則内でもまだ表現に揺らぎが見られる）。 

■ILS 競技規則と JLA 競技規則の対応 

JLA 競技規則 対応している ILS 競技規則 

2019 年版 

 第 1～8 章 【ILS 競技規則 2018】ILS Competition Rule Book 2015-2019 Edition, Revised 2017 

(updated 2018) 

 付録 【ILS 短水路プール競技規則 パイロット版 2017】ILS Competition Rule Book, Short 

Course Pool Events, 2015-2019 Edition, Pilot version 1.0 Addendum - May, 31, 2017 

2020 年版 

 第 1～8 章 【ILS 競技規則 Feb. 2020】ILS Competition Rule Book 2019 Edition (Revised 

February 2020) 

 付録 A 【ILS 短水路プール競技規則 2020】ILS Competition Rule Book, Short Course Pool 

Events, 2020 Edition 

 付録 B 対応なし（JLA 独自規則） 

2021 年版（2021.03.04 版） 

 第 1～8 章 【ILS 競技規則 Mar. 2021】ILS Competition Rule Book 2019 Edition (Revised 

February 2020, January 2021, March 2021) 

 付録 A 【ILS 短水路プール競技規則 2020】ILS Competition Rule Book, Short Course Pool 

Events, 2020 Edition 

 付録 B 対応なし（JLA 独自規則） 
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2021 年版（2021.08.30 版） 

 第 1～8 章 【ILS 競技規則 May 2021】ILS Competition Rule Book 2019 Edition (Revised 

February 2020, January 2021, March 2021, May 2021 Errata) 

 付録 対応なし（JLA 独自規則） 

2021 年版（2021.11.26 版） 

 第 1～8 章 【ILS 競技規則 Nov. 2021】ILS Competition Rule Book 2019 Edition (Revised 

February 2020, January 2021, March 2021, November 2021) 

 付録 対応なし（JLA 独自規則） 

2022 年版（2022.07.01 版） 

 第 1～8 章 【ILS 競技規則 May 2022】ILS Competition Rule Book 2019 Edition (Revised 

February 2020, January 2021, March 2021, March 2022) 

 付録 対応なし（JLA 独自規則） 

2023 年版（2023.08.07 版） 

 第 1～8 章 【ILS 競技規則 June 2023】ILS Competition Rule Book 2023 Edition (Effective 1 June 

2023) 

 付録 対応なし（JLA 独自規則） 

（対応日本語版無し） 

  【ILS 競技規則 Sep. 2023】ILS Competition Rule Book 2023 Edition (Effective 1 June 

2023) （2023 年 9 月公開版） 

（対応日本語版無し） 

  【ILS 競技規則 Dec. 2023】ILS Competition Rule Book 2023 Edition Effective 1 June 

2023 (Update Effective 15 December 2023) 

2024 年版（2024.08.01 版） 

 第 1～8 章 【ILS 競技規則 May 2024】ILS Competition Rule Book 2023 Edition Effective 1 June 

2023 (Update Effective 1 May 2024) 

 付録 対応無し（JLA 独自規則） 

2025 年版（2025.09.01 版：部分公開版） 

 第 1, 2, 4, 

7, 8 章 

【ILS 競技規則 July 2025 限定公開版】 

ILS 202X Competition Rulebook Draft 1 - June 25[1].pdf 

 付録 対応無し（JLA 独自規則） 

2025 年 08 月 01 日 

公益財団法人 日本ライフセービング協会 

競技規則 2025 年版 編著者一同 
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ILS COMPETITION RULE BOOK 
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Rules, Standards and Procedures for 

Lifesaving World Championships, 
ILS Sanctioned Competitions, and ILS Federation Competitions 

 
Published by the International Life Saving Federation 

Gemeenteplein 26, 3010 Leuven, Belgium 
Telephone: +32 16 89 60 60 

Email: ils.hq@telenet.be 
Web: www.ilsf.org 

 

© Copyright: The International Life Saving Federation. 

 

ILS 競技規則 2025 版は，国際ライフセービング連盟（ILS: the International Lifesaving Federation）

が，ILS の出版物の包括的セットの一部として発行したものである。 

これは ILS 競技規則 2023 版（改訂版）1に代わるもので，この 2025 版は，2025 年 9 月 1 日から ILS

競技会及び ILS 認定競技会にて有効となる。その後の競技規則 2025 版の修正は，ILS ウェブサイト

（www.ilfs.org）上で，施行日を記した ILS ブレティン（bulletin：広報）により通知される。 

注意 1： 本競技規則の原典（ソース）は，ILS ウェブサイトの Competitive Lifesaving セクションにあ

る公式英語版である。原典は公認の参照文書であり，公認されたすべての修正に関して維持さ

れる。ILS は，この書面による出版物を補足するために，随時，ブレティン及びその他の文書

を発行することができる。 

注意 2： 本競技規則の公式 ILS 英語版と他の言語の版とが乖離している場合，最新の ILS 英語版が確定

的なテキストとみなされる。本競技規則の公式 ILS 英語版電子版と印刷版とが乖離している場

合，最新の公式 ILS 電子版が確定的なテキストとみなされる。 

注意 3： 付加的な ILS 方針，マニュアル及び文書が本競技規則において参照されることがあり，それら

は個別に発行され，本競技規則及び ILS 競技会において適用され得る。このような文書は ILS 

ウェブサイトにて公開される予定である。 
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Group）のこの競技規則への貢献に対し感謝する。これらには以下の者らが含まれる： 

Greg Allum – Surf Life Saving Australia – Chair, ILS Anti-Doping Committee,  

Stephanie Andrews - Royal Life Saving Society United Kingdom,  
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1 【JLA 注釈】JLA 競技規則 2024 年版（2022.08.01 版）に相当。 

2 【JLA 注釈】日本語版の編著者，協力者の氏名は巻末の「JLA 競技規則 編著者・協力者の履歴」を参照のこと。 

mailto:ils.hq@telenet.be
http://www.ilsf.org/
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Dr Eilkhan Nouri mazandarani PhD – Lifesaving and Diving Federation of the Islamic Republic 

of Iran,  
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Andrea Pennell - Surf Lifesaving Great Britain, 

Jerry Polesel – Italian Swimming Federation (Lifesaving Section),  

Dott Giorgio Quintavelle – Italian Swimming Federation (Lifesaving Section),  

Vijay Kumar SAH – Indian Lifesaving and Lifesaving Sports Federation,  

Carsten Schlepphorst – German Lifesaving Association,  

Perry Smith – Lifesaving Society Canada,  

Simone Spencer - Surf Life Saving New Zealand, 

Stephen Strange OAM – Surf Life Saving Australia Limited,  

David (Dave) Thompson – Surf Life Saving Australia – Chair, ILS Sport Commission,  
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Craig Van Rooyen - Lifesaving South Africa,  

Dr. Harald Vervaecke PhD – ILS Secretary General,  

Carolyn Wilson – Surf Life Saving Australia 
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国際ライフセービング連盟（ILS）の商標（TM）は以下のとおり： 

World Water Safety TM,  
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Ocean M TM, 

ILS Logo TM,  
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ILS Song TM,  

Rescue Series TM,  

Lifesaving World Championships TM,  

World Conference on Drowning Prevention TM,  



日本ライフセービング協会 

競技規則 2025 年版 – 参考文献 Page Reference-7 

Red over Yellow TM. 

著作権 Copyright 

この競技規則の内容は著作権により保護されており，個人的，非営利の目的でのみ使用することがで

きます。その他の権利は ILS が所有しています。発行者の書面による許可がない限り，いかなる媒体で

の出版，放送，再配布を含む商業的利用は禁止されています。国際ライフセービング連盟本部（事務

局）へ直接お問い合わせください。 
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まえがき PREFACE 

ILS 競技規則 2025 版は，ILS 選手権及び ILS 認定競技会を統制するものである。この競技規則は，

加盟団体の裁量で加盟団体の国内/地域内競技会で使用することができる。ILS 競技会の規則，規格，手

順に関する変更又は明確化は，ILS ウェブサイト（www.ilsf.org）に公報（bulletin）として掲載され

る。 

ILS 世界選手権（LWC）については，ILS 競技規則と併せて（www.ilsf.org に於いて）ライフセービ

ング世界選手権ハンドブック（Lifesaving World Championships Handbook）を参照すること。 

この 2025 版では，ILS スポーツ委員会（ILS Sport Commission）の主導による，並びに，スポーツ

規則委員会（Sport Regulations Committee）による勧告，主要な利害関係による協議，ILS メンバーか

ら寄せられたフィードバックを反映した変更がなされている。2025 版の主な変更点は，参照しやすい

よう黄色でハイライトしている。ILS スポーツ委員会（ILS Sport Commission）は，ILS 競技規則の旧

版から変更された以下の重要な変更点について注意しておく： 

 

一般事項： 競技の実施や規則に影響を与える各種の書式，編集，及びその他の変更。 

 スポーツコミッション（Sport Commision）の主導，並びに，スポーツルール＆テク

ニカルプロジェクト作業部会（Sport Rules and Techical Project Woorking Group）3

による勧告，ILS アスリートコミッション（Athletes Commission）議長，その他主要

な利害関係者らによる協議，及び ILS メンバーから寄せられたフィードバック，が反

映したことを示す文言が ILS ライフセービング競技規則に追加された。 

 

（JLA 注釈：今回の部分公開版では，以下の各章の変更点サマリーを省略する） 

 

第 1 章 ILS と JLA 

第 2 章 共通競技総則 

第 3 章 プール競技 

第 4 章 ビーチ及びオーシャン競技 

第 5 章 SERC 

第 6 章 サーフボート競技 

第 7 章 IRB 競技 

第 8 章 設備及び器材の規格と検査手順 

 

  

 

3 【JLA 注釈】競技規則改訂作業は，ILS スポーツコミッション傘下の Lifesaving Sport Regulations Committee が担当し

ていたが，LWC2024 後は新たに組織された Sport Rules and Techical Project Woorking Group が担っている。 

http://www.ilsf.org/
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序章 - ライフセービングとスポーツ 

INTRODUCTION - LIFESAVING AND SPORT 

国際ライフセービング連盟（ILS: the International Lifesaving Federation）は，溺水事故防止，ライ

フセービング，ライフセービングスポーツの世界的権威である。 ILS は，非営利で，政治色や宗教色を

帯びない，世界規模のライフセービングスポーツ及び人道支援の団体である。 ILS は，国内及び国際機

関と連携，協力し，世界中の溺水事故の防止，ライフセービングサービス提供の促進，そしてライフセ

ービングスポーツの監督を行っている。 

ILS（及び ILS 加盟団体）は，ライフセービングスポーツを促進，組織化し，定期的に国際的な水辺

ライフセービングの競技会を組織することで，競技者の関心を刺激し，水辺で危険にさらされている

人々を救う能力と意欲を向上させている。ライフセービングスポーツは，ライフセーバーのスキル，知

識，及び技術の開発を支援し，ILS メンバー組織間のグローバルな関係を強化する機会を提供する上で

欠かすことのできない役割を果たしている。 

ILS は，以下の国際的なスポーツ組織のメンバーであるか，又は関係を維持している： 

● 国際オリンピック委員会（IOC）：ILS は IOC が承認した国際連盟の 1 つである， 

● スポーツアコード（Sport Accord：全ての国際的なスポーツ連盟を再編成した国際連盟）：

ILS はスポーツアコードの議決権のある正式メンバーである7， 

● IOC 承 認 国 際 競 技 団 体 連 合 （ ARISF ： Association of Recognised International Sports 

Federations）：ILS は，ARISF の議決権のある正式メンバーである， 

● 国際ワールドゲームズ協会（IWGA：International World Games Association）：ILS は IWGA

の議決権のある正式メンバーである， 

● 国際マスターズゲームズ協会（IMGF：International Masters Games Federation）：ILS は，

IMGF の新規メンバーである， 

● コモンウェルスゲームズ連盟（CGF：Commonwealth Games Federation）：ライフセービン

グスポーツは，CGF によって承認されたスポーツである， 

● 国際ミリタリースポーツ評議会（CISM：International Military Sports Council）：ライフセー

ビングは CISM によって承認されたスポーツである。 

ILS はまた，溺水事故防止活動に関して世界保健機関（WHO）と公式な関係を結んでいる。 

ライフセービングスポーツは，ライフセービングの卓越性を切磋琢磨していくことに世界の若者及び

成人を引き入れている。溺水事故の軽減のための協力とチームワークが世界的な注目を浴びるのは避け

られないことである。ライフセービングスポーツへの若者の参加を増やすことは，若者を引き入れる方

略の一部である。 

ライフセービングスポーツは，このミッションの重要な要素である。 ILS ライフセービング世界選

手権（the ILS Lifesaving World Championships）と ILS ライフセービング地域選手権（ILS Lifesaving 

Regional Championships）は，世界のライフセーバーを定期的に参集させるのに重要な役割を果たして

いる ― 他国の経験を学び，自らの改善と手技実践の挑戦に役立っている。ライフセービングスポーツ

 

7 【JLA 注釈】2017 年に団体名が国際スポーツ団体連合（別名：国際スポーツ連盟機構，国際競技連盟連合）(GAISF: 

Grobal Association of International SportsFederations)に変更されている。 
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を公開しメディアに露出させることは，溺水事故防止に取り組んでいる世界的権威である我々のビジョ

ン，ミッション，価値観，戦略的な目標を紹介するのに役立っている。 

我々は，ILS スポーツ委員会のメンバー及びメンバー組織による ILS 競技規則作成へのご尽力と，世

界中での国際的なライフセービング競技会を推進するため絶え間ない努力に対し，感謝したい。又，

ILS メンバー組織に対し，ライフセービングスポーツとライフセービング地域選手権，世界選手権への

参加が継続的に成長していることをお喜び申し上げたい。 
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用語解説 GLOSSARY OF TERMS 

ライフセービングスポーツ（lifesaving sport）：個人又はチーム競技者が身体的努力とスキルで他と競

争する活動。その活動は，レクリエーション又は競争的であり，結果を達成するものであり，国際

ライフセービング連盟（ILS）が発行する一連の規則により管理されている。 

競技分野（discipline）：競技分野は，類似の特性を持つ 1 つ以上の競技種目で構成されるスポーツの分

野である。 ライフセービングスポーツは以下の競技分野から構成されている：プール競技，オーシ

ャン及びビーチ競技8，シミュレーテッド・エマージェンシー・レスポンス競技（SERC），サーフ

ボート競技，IRB 競技，その他。 

競技会（competition）：競技会は１つ以上の競技分野で構成される。 

選手権/チャンピオンシップ（Championship）：選手権/チャンピオンシップは競技会のタイプの 1 つ

である。例えば，ナショナルチームの世界選手権9。 

イベント/競技種目/競技（event）10：競技種目は，規定された同じルールと条件による一連のレースで

ある。例えば，短距離走（sprinting）及びランニング競技（running event），ビーチフラッグスな

ど。 

レース（race）：1 つのレースとは，あるイベントにおいてタイム又は順位によって勝者を決める，ス

ピードを競う１つの競争である。たとえば，複数のヒートからなる予選の中の 1 つのヒートは 1 つ

のレースであり，A 決勝も 1 つのレースである。 

予選/ヒート（heats）12：予選とは，競技者を除外して勝者が次のラウンドや準々決勝，準決勝，決勝

レースに進む予備的なレースのことである。 

ラウンド（round）：ラウンドは，同じ競技種目のヒートの集まりである。例えば，「8 ヒートからな

るラウンド」などと言う。 

ランスルー（run through）：ビーチフラッグス競技のラウンド内で行われるランスルーは，そのラウン

ドにおいてどの競技者を競技から除外するか決定する。 

決勝（final）：決勝は，予選で上位だった選手らによる最終レースである。 

A 決勝（A-final）：A 決勝は，予選を 1 位から 8 位で通過した競技者によるレースで，最終的な 1 位か

ら 8 位までの順位を決定する。 

B 決勝（B-final）：B 決勝は，予選を 9 位から 16 位で通過した競技者によるレースで，最終的な 9 位

から 16 位までの順位を決定する。 

 

8 【JLA 注釈】本文中では「ビーチ及びオーシャン競技」と表記されている。 

9 【JLA 注釈】補足説明：最優秀選手又は団体に与えられる資格，又はそれを決める競技会のこと。 

10 【JLA 注釈】文脈により「競技種目」又は「競技」と表記を変える場合がある 

12 【JLA 注釈】文脈により「予選」又は「ヒート」と表記を変える場合がある。 
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タイム決勝（time-finals）：タイム決勝は，予選を行わない競技種目の一連のレースの集まりである。

その競技種目の勝者はタイムにより決定される。 

ILS：国際ライフセービング連盟（International Life Saving Federation） 

FIS：国際水難救助連盟（Fédération Internationale de Sauvetage Aquatique） 

WLS ：ワールドライフセービング（World Lifesaving） 

IOC ：国際オリンピック委員会（International Olympic Committee） 

SERC：シミュレーテッド・エマージェンシー・レスポンス競技（Simulated Emergency Response 

Competition） 

IRB：インフレータブルレスキューボート（Inflatable Rescue Boats） 

LWC：ライフセービング世界選手権（Lifesaving World Championships） 

WADA：世界アンチ・ドーピング機構（World Anti-Doping Agency） 

NADO：各国のアンチ・ドーピング機構（National Anti-Doping Organisation ），若しくはそれに相当

する WADA 公認の国内機関(or equuivalent WADA recognised national authority） 

 

【以下，JLA による追加用語説明】 

クルーパーソン（crewperson/s）：IRB の操船者（IRB ドライバー）でない IRB の乗組員のこと。状況

に応じて単数形 crewperson/複数形 crewpersons で表記される。 

クルー（crew）： 日本の習慣では操船者でない乗組員のことを「クルー」と呼称することが多いが，

IRB 競技では，操船者（IRB ドライバー）と操船者でない乗組員（クルーパーソン）を合わせて

「クルー」と呼称する。 

所属団体（affiliation）13：競技会に参加する競技者の所属団体又はチームの母体で，地域クラブ，学校

クラブ等のこと。クラブチーム（club team）と呼称されることもある。 

タグ（tag）：リレーで次の競技者に「タッチ」することで，英語"tag"に合わせて本競技規則では「タ

グ」と表記する。 

ヴィクティム（victim）：過去の JLA 競技規則で「溺者役，「溺者及び/又は傷病者役」，「被救助者

役」と表記されていたもの。JLA 競技規則 2024 年版から「ヴィクティム」と表記している。 

チーム（team）14：競技会にエントリーした複数の競技者からなる集団のこと。チーム競技種目に出場

する少数のユニットのことも「チーム」と呼称されることがあるが，チーム競技種目はあくまでチ

ームが競うものであり，実際に出場した少数の競技者ユニットはそのチームを代表する存在として

「チーム」と呼称されている（チーム競技種目には出場人数が限定された「チーム」が出場してい

 

13 【JLA 脚注】JLA 競技規則独自の用語解説。競技会に参加する団体が様々な名前で呼ばれている状況に鑑み，認識を共

有するため追加した。 

14 【JLA 注釈】脚注 13 に同じ。 
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ると見做す）。尚，行動規範（2.15 参照）を適用する対象である「チーム」は，実際の競技者，コ

ーチ，アシスタント，観客，その他チームと共に行動する者が含まれると定義される。 

ブレティン（bulletin）：一般には公報，告示，速報等の意味。ILS では，競技規則の一部変更／明確

化，その他競技に関する事項の通知の為，適宜発行している文書のこと（JLA においても，ILS ブ

レティンの翻訳，ILS に独自に確認した事項等を通知として適宜発行している）。 

ペイシェント（patient）：第 7 章 IRB 競技においてヴィクティムのことをペイシャントと呼称している

（IRB 競技の習慣による）。 
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JLA 競技規則 編著者・協力者の履歴 

2025.09.01 版：部分公開版では編著者・協力者の表示を省略する（後日公開の完全版にて表示予定）。 
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